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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しまし

たので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規

定に基づき臨時報告書を提出するものであります。
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２【報告内容】

 

（１）当該事象の発生年月日

平成26年８月１日（取締役会決議日）

 
（２）当該事象の内容

当社及び当社グループは、食品関連事業者より委託を受けて、食品廃棄物を再生飼料としてリサイクルする飼料化

事業を営んでおります。飼料化事業を開始した当初は、乾燥飼料へのリサイクルを主体としており、受入れた食品循

環資源を蒸気により乾燥させるため、重油を燃料とする乾燥機用ボイラーを利用しておりました。しかしながら重油

価格が高騰したため、燃料費負担及び温暖化ガス排出量の削減を目的として、平成17年12月に熱分解施設を導入し、

木くずを燃料とした蒸気で乾燥飼料を製造するとともに木炭の製造により堆肥の品質向上を進めてまいりました。

その後、食品リサイクル事業を取り巻く事業環境の変化等により、現在の飼料化事業は乾燥飼料から液状飼料に転

換し、当社がリサイクルしている再生飼料の100％が液状飼料となりました。液状飼料は乾燥飼料の製造過程と比較す

ると、蒸気を利用する熱量が大幅に減少するため、熱分解施設を利用せず、重油を利用する乾燥機用ボイラーに戻し

た場合であっても重油使用量は大幅に減少いたします。

この様な状況下で、熱分解施設を稼働するための24時間体制による人件費、電気代、施設の修繕維持費等の費用負

担を考慮しますと、当該設備の除却を行う事で、次期以降の原価削減を進められるとともに、設備除却後の跡地にお

いて増加傾向にある受入廃棄物の分別ヤードとして利用する事により、効率的な受け入れ体制の推進が可能であると

判断し、平成26年６月期において特別損失を計上することとなりました。

 
（３）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

当該事象により、平成26年６月期連結及び個別決算におきまして特別損失として、固定資産除却損84百万円を計上

する見込みであります。
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